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(57)【要約】
【課題】毛髪の柔らかい触感、サラサラとした触感およびまとまりを併せて実現すること
が可能であり、頭皮や毛髪の根元に付着しても毛髪の根元の立ち上がりを潰すことのない
乳化型毛髪化粧料を提供する。
【解決手段】本発明の乳化型毛髪化粧料は、毛髪化粧料全体１００重量％に対して、揮発
性炭化水素（Ａ）を０．１～４０重量％、およびダイマージリノール酸エステル（Ｂ）を
０．０１～６重量％含むことを特徴とする。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　毛髪化粧料全体１００重量％に対して、揮発性炭化水素（Ａ）を０．１～４０重量％、
、ダイマージリノール酸エステル（Ｂ）を０．０１～６重量％および乳化剤（Ｃ）を０．
０１～４重量％含むことを特徴とする乳化型毛髪化粧料。
【請求項２】
　毛髪化粧料全体１００重量％に対して、さらにポリオール（Ｄ）を０．０１～１５重量
％含むことを特徴とする請求項１に記載の乳化型毛髪化粧料。
【請求項３】
　前記揮発性炭化水素（Ａ）が、沸点が５０～２６０℃のパラフィン系炭化水素であるこ
とを特徴とする請求項１または２に記載の乳化型毛髪化粧料。
【請求項４】
　前記ダイマージリノール酸エステル（Ｂ）が、ダイマージリノール酸とダイマージオー
ルとのエステルであることを特徴とする請求項１～３のいずれか１項に記載の乳化型毛髪
化粧料。
【請求項５】
　前記ポリオール（Ｄ）が、グリセリン、１，３-ブチレングリコール、プロピレングリ
コール、ヘキシレングリコール、ジグリセリン、ジプロピレングリコールからなる群から
選ばれる少なくとも１種であることを特徴とする請求項２～４のいずれか１項に記載の乳
化型毛髪化粧料。
【請求項６】
　毛髪化粧料全体１００重量％に対して、さらにレシチン（Ｅ）を０．０１～０．５重量
％含むことを特徴とする請求項１～５のいずれか１項に記載の乳化型毛髪化粧料。
【請求項７】
　前記乳化剤（Ｃ）が、乳化増粘剤であることを特徴とする請求項１～６のいずれか１項
に記載の乳化型毛髪化粧料。
【請求項８】
　毛髪化粧料全体１００重量％に対して、さらに成分（Ｂ）以外の２５℃で液状のエステ
ル油（Ｆ）を０．２～５重量％含むことを特徴とする請求項１～７のいずれか１項に記載
の乳化型毛髪化粧料。
【請求項９】
　成分（Ｂ）以外の２５℃で液状のエステル油（Ｆ）が、ミリスチン酸イソプロピル、パ
ルミチン酸イソプロピル、ラウリン酸ヘキシル、トリオクタノインおよびトリ（カプリル
酸／カプリン酸）グリセリルからなる群から選ばれる少なくとも１種であることを特徴と
する請求項８に記載の乳化型毛髪化粧料。
【請求項１０】
　頭皮および毛髪に塗布されることを特徴とする請求項１～９のいずれか１項に記載の乳
化型毛髪化粧料。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は乳化型毛髪化粧料に関する。より詳しくは揮発性炭化水素およびダイマージリ
ノール酸エステルを含む乳化型毛髪化粧料に関する。
【背景技術】
【０００２】
　毛髪化粧料は、各種目的に応じた組成のものがその目的に適した剤形で提供されている
。そのうちの一つとして、セット力と毛髪の柔らかさとを両立させた整髪剤組成物として
、固形油脂にダイマージリノール酸エステルを配合した毛髪化粧料が提案されている（特
許文献１参照）。しかしながら、固形油脂が配合されているためにセット力は備えるもの
の、毛髪に重さを生じ、サラサラと軽やかな触感という点では不十分であった。
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【０００３】
　一方、毛髪をサラサラとした触感にするために、環状シリコーンと高重合のシリコーン
とを組み合わせて配合した毛髪化粧料が提案されている。しかしながら、シリコーン類を
配合した毛髪化粧料は、毛髪の根元の立ち上がりを潰してしまうことから、ボリュームの
あるヘアスタイルを形成するためには、毛髪化粧料が毛髪の根元および頭皮に付着しない
ように注意する必要があった。また、シリコーン類を配合した毛髪化粧料は、床に付着す
ると滑るという問題、およびドライヤー使用時に揮発して、ドライヤーの故障につながる
という問題があった。
【０００４】
　現状では、毛髪に柔らかい触感およびサラサラとした触感を与えることを両立させた毛
髪化粧料は十分なものが無く、その出現が望まれていた。また、頭皮に付着してもヘアス
タイルの形成に影響を与えない毛髪化粧料が望まれていた。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２０１１－９８９０７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明は、毛髪の柔らかい触感、サラサラとした触感およびまとまりを併せて実現する
ことが可能であり、頭皮や毛髪の根元に付着しても毛髪の根元の立ち上がりを潰すことの
ない乳化型毛髪化粧料を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明は、たとえば以下の［１］～［１０］に関する。
［１］毛髪化粧料全体１００重量％に対して、揮発性炭化水素（Ａ）を０．１～４０重量
％、、ダイマージリノール酸エステル（Ｂ）を０．０１～６重量％および乳化剤（Ｃ）を
０．０１～４重量％含むことを特徴とする乳化型毛髪化粧料。
【０００８】
［２］毛髪化粧料全体１００重量％に対して、さらにポリオール（Ｄ）を０．０１～１５
重量％含むことを特徴とする［１］に記載の乳化型毛髪化粧料。
［３］前記揮発性炭化水素（Ａ）が、沸点が５０～２６０℃のパラフィン系炭化水素であ
ることを特徴とする［１］または［２］に記載の乳化型毛髪化粧料。
【０００９】
［４］前記ダイマージリノール酸エステル（Ｂ）が、ダイマージリノール酸とダイマージ
オールとのエステルであることを特徴とする［１］～［３］のいずれかに記載の乳化型毛
髪化粧料。
［５］前記ポリオール（Ｄ）が、グリセリン、１，３-ブチレングリコール、プロピレン
グリコール、ヘキシレングリコール、ジグリセリン、ジプロピレングリコールからなる群
から選ばれる少なくとも１種であることを特徴とする［２］～［４］のいずれかに記載の
乳化型毛髪化粧料。
【００１０】
［６］毛髪化粧料全体１００重量％に対して、さらにレシチン（Ｅ）を０．０１～０．５
重量％含むことを特徴とする［１］～［５］のいずれかに記載の乳化型毛髪化粧料。
［７］前記乳化剤（Ｃ）が、乳化増粘剤であることを特徴とする［１］～［６］のいずれ
かに記載の乳化型毛髪化粧料。
［８］毛髪化粧料全体１００重量％に対して、さらに成分（Ｂ）以外の２５℃で液状のエ
ステル油（Ｆ）を０．２～５重量％含むことを特徴とする［１］～［７］のいずれかに記
載の乳化型毛髪化粧料。
【００１１】
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［９］成分（Ｂ）以外の２５℃で液状のエステル油（Ｆ）が、ミリスチン酸イソプロピル
、パルミチン酸イソプロピル、ラウリン酸ヘキシル、トリオクタノインおよびトリ（カプ
リル酸／カプリン酸）グリセリルからなる群から選ばれる少なくとも１種であることを特
徴とする［８］に記載の乳化型毛髪化粧料。
［１０］頭皮および毛髪に塗布されることを特徴とする［１］～［９］のいずれかに記載
の乳化型毛髪化粧料。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明の乳化型毛髪化粧料は、毛髪をサラサラとした触感にして滑らかにするとともに
、柔らかな触感にし、さらには毛髪のまとまりを良好にする。そして、本発明の乳化型毛
髪化粧料は、頭皮に塗布することにより、頭皮に潤いを与える。また、頭皮および毛髪の
根元に塗布しても、毛髪の根元の立ち上がりを潰すことなく、ボリュームのあるヘアスタ
イルを形成することができ、さらには、塗布した頭皮および髪にべたつきを生じないとい
う技術的効果を奏する。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　以下、本発明について具体的に説明する。
　本発明の乳化型毛髪化粧料は、毛髪化粧料全体１００重量％に対して、揮発性炭化水素
（Ａ）を０．１～４０重量％、ダイマージリノール酸エステル（Ｂ）を０．０１～６重量
％および乳化剤（Ｃ）を０．０１～４重量％含むことを特徴とする。
【００１４】
　（１）揮発性炭化水素（Ａ）
　本発明の乳化型毛髪化粧料は、揮発性炭化水素（以下「成分（Ａ）」ともいう。）を含
む。成分（Ａ）を配合した乳化型毛髪化粧料は、毛髪にサラサラとした感触を与え、指通
りを良好にする。
【００１５】
　本明細書においては、揮発性炭化水素とは、沸点が２６０℃以下の炭化水素をいう。成
分（Ａ）としては、好ましくは沸点が５０～２６０℃のパラフィン系炭化水素が挙げられ
る。好ましい揮発性炭化水素の具体例としては、たとえば、沸点が５０～２６０℃の範囲
にある、軽質パラフィン、軽質イソパラフィン、軽質流動パラフィン、軽質流動イソパラ
フィンが挙げられる。
【００１６】
　上記好ましい揮発性炭化水素の具体例の中でも、炭素数が８～１８のものがより好まし
く、サラサラ感の観点から、ドデカンとイソドデカンが特に好ましい。成分（Ａ）は１種
単独で用いても、２種以上組み合わせて用いてもよい。
【００１７】
　これらに対して、一般に流動パラフィンは、沸点が３００℃以上であるパラフィン系炭
化水素であることから、成分（Ａ）には含まれない。
　成分（Ａ）の市販品としては、PARAFOL12-97（SASOL製）、ISODODECANE（INEOS Europe
 Limited製(カネダ)）が挙げられる。
【００１８】
　本発明の乳化型毛髪化粧料１００重量％中の成分（Ａ）の配合量は、０．１～４０重量
％であり、好ましくは０．５～２５重量％であり、より好ましくは１～１５重量％である
。上記範囲であると、毛髪をサラサラとした感触にすることができる。上記範囲を超える
と毛髪がまとまりにくくなる。
【００１９】
　（２）ダイマージリノール酸エステル（Ｂ）
　本発明の乳化型毛髪化粧料は、ダイマージリノール酸エステル（以下「成分（Ｂ）」と
もいう。）を含む。成分（Ｂ）を配合した乳化型毛髪化粧料は、頭皮に潤いを与えるとと
もに、毛髪に柔らかさ、適度なまとまり感および滑らかさを与える。
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【００２０】
　成分（Ｂ）としては、ダイマージリノール酸とアルコール、アルコール混合物、または
ダイマージオールとのエステルが挙げられ、具体的には、たとえば、ダイマージリノール
酸ダイマージリノレイル、ダイマージリノール酸ジ（イソステアリル/フィトステリル）
等が挙げられる。滑り性の観点から、ダイマージリノール酸とダイマージオールとのエス
テルが好ましく、ダイマージリノール酸ダイマージリノレイルがより好ましい。これらは
１種単独で用いても、２種以上組み合わせて用いてもよい。
【００２１】
　本発明の乳化型毛髪化粧料１００重量％中の成分（Ｂ）の配合量は、０．０１～６重量
％であり、好ましくは０．１～４重量％であり、より好ましくは０．２～２重量％である
。上記範囲であると、頭皮に十分な潤いを与えるとともに、毛髪に柔らかさ、適度なまと
まりと滑らかさを与えられる。上記範囲を超えると頭皮および毛髪にべたつきが生ずる。
【００２２】
　（３）乳化剤（Ｃ）
　本発明の乳化型毛髪化粧料は、乳化剤（Ｃ）(以下「成分（Ｃ）」ともいう。)を含む。
　成分（Ｃ）としては、カチオン性、アニオン性、ノニオン性および両性界面活性剤、な
らびに脂肪酸塩および乳化増粘剤が挙げられる。
【００２３】
　上記カチオン性界面活性剤としては、たとえば、塩化アルキルトリメチルアンモニウム
、塩化ラウリルトリメチルアンモニウム、塩化セチルトリメチルアンモニウム、塩化ステ
アリルトリメチルアンモニウム、塩化ジステアリルジメチルアンモニウム、塩化ジココイ
ルジメチルアンモニウム、塩化トリ（ポリオキシエチレン）ステアリルアンモニウム（5E
.O.）、塩化ジ（ポリオキシエチレン）オレイルメチルアンモニウム（2E.O.）、臭化ラウ
リルトリメチルアンモニウム、臭化セチルトリメチルアンモニウム、臭化ステアリルトリ
メチルアンモニウム等の４級アンモニウム塩；脂肪酸アミドアミン塩；アルキルトリアル
キレングリコールアンモニウム塩；ベンザルコニウム塩；ベンゼトニウム塩；ピリジウム
塩；イミダゾリニウム塩等が挙げられる。
【００２４】
　上記アニオン性界面活性剤としては、たとえば、ラウリル硫酸ナトリウム等のアルキル
硫酸塩；ポリオキシエチレン（以下、ＰＯＥと略す）ラウリルエーテル硫酸ナトリウム、
ＰＯＥノニルフェニルエーテル硫酸ナトリウム等のＰＯＥアルキル／アルキルアリルエー
テル硫酸塩；スルホコハク酸塩；Ｎ－アシルスルホン酸塩；アルキルベンゼンスルホン酸
塩；α－オレフィンスルホン酸塩；アルカンスルホン酸塩；Ｎ－アシルアミノ酸塩；ＰＯ
Ｅアルキルエーテルリン酸およびその塩、ステアリン酸およびその塩等が挙げられる。
【００２５】
　上記ノニオン性界面活性剤としては、たとえば、ステアリン酸ソルビタン、（ＰＯＥ）
アルキルエーテル類；ＰＯＥポリオキシプロピレンアルキルエーテル類；多価アルコール
脂肪酸エステル類；グリセリン脂肪酸エステル類；ポリグリセリン脂肪酸エステル類；セ
スキオレイン酸ソルビタン等のソルビタン脂肪酸エステル類；ＰＯＥグリセリン脂肪酸エ
ステル類；モノステアリン酸ポリオキシエチレンソルビタン（20E.O.）（ポリソルベート
６０）等のＰＯＥソルビタン脂肪酸エステル類；ＰＯＥソルビット脂肪酸エステル類；ポ
リエチレングリコール脂肪酸エステル類；アルキルアルカノールアミド類；ＰＯＥ硬化ヒ
マシ油；ピログルタミン酸イソステアリン酸ＰＯＥ硬化ヒマシ油；ＰＯＥエチレンラノリ
ン；ＰＯＥコレステロール；ＰＯＥフィトステロール；ＰＯＥコレスタノール；ＰＯＥフ
ィトスタノール、ステアリン酸エステル、ＰＥＧ－３０水添ヒマシ油、セタノールのポリ
エチレングリコールエーテル等が挙げられる。
【００２６】
　上記両性界面活性剤としては、たとえば、ラウリルジメチルアミノ酢酸ベタイン等のベ
タイン型；２－ウンデシル－Ｎ，Ｎ，Ｎ－（ヒドロキシエチルカルボキシメチル）－２－
イミダゾリンナトリウム等のイミダゾリン型；アミノ酸型等が挙げられる。
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【００２７】
　上記脂肪酸塩としては、ステアリン酸トリエタノールアミン塩等の脂肪酸とアルカリと
から得られる脂肪酸塩が挙げられる。これらは１種類単独で用いても、２種類以上組み合
わせて用いてもよい。
【００２８】
　上記乳化増粘剤とは、油分を乳化する能力があり、かつ添加した対象に粘度を付与する
能力もある剤をいう。乳化型毛髪化粧料を製造する際に、乳化増粘剤を用いて乳化を行う
と、通常の界面活性剤を用いた乳化を行うよりも、毛髪にふんわりとしたボリューム感を
出すことができる乳化型毛髪化粧料を製造することができるため、成分（Ｃ）の中では乳
化増粘剤が好ましい。さらに、乳化増粘剤の中でも耐塩性の弱い乳化増粘剤がより好まし
い。耐塩性の弱い乳化増粘剤で乳化した乳化型毛髪化粧料は、手の塩で容易に乳化が壊れ
、ローション状になるため、頭皮への塗布がしやすいためである。
【００２９】
　耐塩性の弱い乳化増粘剤としては、（アクリロイルジメチルタウリンアンモニウム／ビ
ニルピロリドン）コポリマーおよびアクリロイルジメチルタウリンアンモニウムメタクリ
ル酸ベヘネス－２５）クロスポリマー等が挙げられる。これらは１種類単独で用いても、
２種類以上組み合わせて用いてもよい。上記乳化増粘剤の中でも、べたつきのなさとボリ
ューム感を両立させる観点から（アクリロイルジメチルタウリンアンモニウム／ビニルピ
ロリドン）コポリマーが好ましい。
【００３０】
　本発明の乳化型毛髪化粧料１００重量％中の成分（Ｃ）の配合量は、０．０１～４重量
％であり、好ましくは０．０１～２重量％であり、より好ましくは０．１～１重量％であ
る。上記範囲であると、成分（Ａ）および（Ｂ）を乳化させることが可能であり、成分（
Ｃ）が乳化増粘剤である場合は、毛髪にふんわりとしたボリューム感を出すことができる
。また、上記範囲を超えると、頭皮および毛髪がべたつき、毛髪の滑らかさや柔らかさと
いった感触が損なわれる。
　本発明の乳化型毛髪化粧料は、上記成分（Ａ）～（Ｃ）に加え、好ましくは下記（Ｄ）
～（Ｆ）成分を含む。
【００３１】
　（４）ポリオール（Ｄ）
　本発明の乳化型毛髪化粧料は、ポリオール（以下、「成分（Ｄ）」ともいう。）を含む
ことが好ましい。本発明の乳化型毛髪化粧料に成分（Ｄ）を配合すると、毛髪をより柔ら
かく、よりまとまりやすくするとともに、より滑り性を与える。
【００３２】
　成分（Ｄ）としては、たとえば、グリセリン、１，３-ブチレングリコール、プロピレ
ングリコール、ヘキシレングリコール、ジグリセリンおよびジプロピレングリコール等が
挙げられ、頭皮の潤いの観点からグリセリンおよびジグリセリンが好ましく、毛髪の滑ら
かさの観点からグリセリンがより好ましい。
【００３３】
　本発明の毛髪化粧料１００重量％中の成分（Ｄ）の配合量は、好ましくは０．０１～１
５重量％であり、より好ましくは０．１～１０重量％であり、特に好ましくは０．５～６
重量％である。上記範囲であると、毛髪に柔らかさ、まとまり、および適度な滑り性を付
与することができる上に、上記上限以下であると、頭皮および毛髪がべたつくこともなく
、およびボリューム感を付与したスタイリングとしても髪の重さを感じることもない。
【００３４】
　（５）レシチン（Ｅ）
　本発明の乳化型毛髪化粧料は、レシチン（以下「成分（Ｅ）」ともいう。）を含むこと
が好ましい。本発明の乳化型毛髪化粧料に成分（Ｅ）を配合すると、毛髪をより柔らかく
、よりまとまりよくすることができる。
【００３５】
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　成分（Ｅ）としては、たとえば、水添レシチンおよび水酸化レシチンが挙げられる。成
分（Ｅ）の市販品としては、レシノールＳ－１０（日光ケミカルズ株式会社製）、レシノ
ールＳＨ５０（日光ケミカルズ株式会社製）等が挙げられる。
【００３６】
　本発明の乳化型毛髪化粧料１００重量％中の成分（Ｅ）の配合量は、好ましくは０．０
１～０．５重量％であり、より好ましくは０．０５～０．２重量％である。上記範囲であ
ると、毛髪に柔らかさおよびまとまりを与えることができる上に、上記上限以下であると
、頭皮および毛髪がべたつくことがなく、髪の根元のボリューム感も損なうことがない。
【００３７】
　（６）成分（Ｂ）以外の２５℃で液状のエステル油（Ｆ）
　本発明の乳化型毛髪化粧料は、成分（Ｂ）以外の２５℃で液状のエステル油（以下「成
分（Ｆ）」ともいう。）を含むことが好ましい。本発明の乳化型毛髪化粧料に成分（Ｆ）
を配合すると、毛髪をより滑らかな感触にする。
【００３８】
　成分（Ｆ）としては、たとえば、ミリスチン酸イソプロピル、パルミチン酸イソプロピ
ル、ラウリン酸ヘキシル、トリオクタノイン、トリ（カプリル酸／カプリン酸）グリセリ
ル等が挙げられ、毛髪をよりサラサラな感触にする観点から、トリ（カプリル酸／カプリ
ン酸）グリセリルが好ましい。
【００３９】
　本発明の乳化型毛髪化粧料１００重量％中の成分（Ｆ）の配合量は、好ましくは０．２
～５重量％である。上記範囲であると、毛髪をさらに滑らかな感触にすることができる上
に、頭皮および毛髪がべたつくことがなく、髪の根元のボリューム感も損なうことがない
。
【００４０】
　（７）その他の成分
　本発明の乳化型毛髪化粧料は、さらに、本発明の効果を損なわない範囲で、上記成分以
外に、油剤、成分(Ｃ)に含まれる乳化増粘剤以外の増粘剤、生薬類、ｐH調整剤、保湿剤
、紫外線吸収剤、キレート剤、防腐剤、清涼剤、ビタミン類、蛋白質、香料、抗菌剤、酸
化防止剤、抗炎症剤、および色素等の添加剤を含有することができる。　油剤の例として
は、高級アルコール、不揮発性の炭化水素、植物油、動物油およびロウ類が挙げられ、高
級アルコールの例としては、アラキルアルコール、ラウリルアルコール、ミリスチルアル
コール、セチルアルコール、セトステアリルアルコール、ステアリルアルコール、ベヘニ
ルアルコール、オレイルアルコールおよびイソステアリルアルコール等が挙げられる。本
明細書では、不揮発性の炭化水素は沸点が２６０℃を超えるものとして定義するが、具体
例としては流動パラフィン、スクワレン、パラフィン、セレシン、スクワラン、ワセリン
およびマイクロクリスタリンワックス等が挙げられる。植物油および動物油としては、ア
ボガド油、椿油、マカデミアナッツ油、トウモロコシ油、オリーブ油、ナタネ油、卵黄油
、ゴマ油、パーシック油、小麦胚芽油、サザンカ油、ヒマシ油、亜麻仁油、サフラワー油
、綿実油、大豆油、落下生油、茶実油およびコメヌカ油等が挙げられる。ロウ類としては
、キャンデリラロウ、カルナバロウ、ミツロウおよび鯨ロウならびにラノリンおよび還元
ラノリンおよびそれらの誘導体等が挙げられる。これらは１種類単独で用いても、２種類
以上組み合わせて用いてもよい。
【００４１】
　成分（Ｃ）に含まれる乳化増粘剤以外の増粘剤の例としてはアニオン系、ノニオン系お
よびカチオン系の増粘剤が挙げられ、アニオン系の増粘剤としては、カルボキシビニルポ
リマーおよびカルボキシエチルセルロース等が挙げられ、ノニオン系増粘剤としては、キ
サンタンガム等が挙げられ、カチオン系の増粘剤としては、（ジメチルアクリルアミド／
メタクリル酸エチルトリモニウムクロリド）コポリマー等が挙げられる。これらは１種類
単独で用いても、２種類以上組み合わせて用いてもよい。
【００４２】
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　生薬類の例としては、植物エキスが挙げられ、たとえばダイサンチクエキス、アルニカ
エキス、カモミラエキス、シコンエキス、シナノキエキス、スギナエキス、セイヨウノコ
ギリソウエキス、セージエキス、トウキエキス、ノバラエキス、ビワ葉エキス、マロニエ
エキス、モモ葉エキス、ヨクイニンエキスおよびローズマリーエキス等が挙げられる。こ
れらは１種類単独で用いても、２種類以上組み合わせて用いてもよい。
【００４３】
　ｐH調整剤としては、塩酸、クエン酸、リンゴ酸、乳酸、コハク酸、シュウ酸などの有
機酸およびこれらのナトリウム塩、水酸化ナトリウム、ならびにトリエタノールアミン等
が挙げられる。
【００４４】
　保湿剤の例としてはアミノ酸類等が挙げられる。
　紫外線吸収剤、キレート剤、防腐剤、清涼剤、ビタミン類、蛋白質、香料、抗菌剤、酸
化防止剤、抗炎症剤および色素については、当業者に公知のものが用いられる。
【００４５】
　本発明の乳化型毛髪化粧料は、上記成分の他に水を加えて１００重量％とすることが好
ましい。水としては、イオン交換水、蒸留水、精製水および天然水等が挙げられ、殺菌済
みのものが好ましい。
【００４６】
　本発明の乳化型毛髪化粧料は、成分（Ａ）を使用することにより、シリコーン類の使用
量を抑えた態様においても、毛髪にサラサラ感を付与することを可能としたものである。
したがって、毛髪の根元の立ち上がりを潰してしまう等のシリコーン類を含む毛髪化粧料
の問題を解決する点からは、本発明の乳化型毛髪化粧料は、できる限りシリコーン類の配
合量が少ないことが好ましく、シリコーン類の配合量が乳化型毛髪化粧料全体１００重量
％に対して、１０重量％以下であることがより好ましく、シリコーン類を実質的に含まな
いことが特に好ましい。
【００４７】
　（８）用途
　本発明の乳化型毛髪化粧料の剤型としては、乳化型の剤型であれば特に限定されないが
、たとえばヘアジェル、ヘアローション、ヘアワックス、ヘアミルク、ヘアクリーム、洗
い流さないトリートメント、ヘアミスト、ヘアスプレー、ヘアフォーム等が挙げられる。
【００４８】
　（９）製造方法
　本発明の乳化型毛髪化粧料は、上述した各成分を、公知の方法で、撹拌、混合、加熱、
溶解、分散等することによって製造することができ、製造方法はとくに限定されないが、
水に成分（Ｃ）を添加してから、残りの各成分を添加して乳化することが好ましい。
【００４９】
　（１０）使用方法
　本発明の乳化型毛髪化粧料は、頭皮および毛髪に塗布して使用することが好ましい。本
発明の乳化型毛髪化粧料は頭皮に潤いを与える上に、頭皮に塗布してもべたつきが生じな
く、また毛髪の根元のボリュームも損なわない。
【実施例】
【００５０】
　以下、実施例に基づいて本発明をさらに具体的に説明するが、本発明はこれらの実施例
に限定されるものではない。
　表１～６に示す組成の乳化型毛髪化粧料を、以下の項目、方法および基準で評価した。
なお、表中の各成分の配合量の単位は、重量％であり、全成分の合計を１００重量％とす
る。
　実施例では、以下の市販品を用いた。
【００５１】
＜成分（Ａ）＞
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ドデカン：PARAFOL12-97、SASOL製、（沸点２１６．２℃、炭素末１２）
イソドデカン：ISODODECANE、INEOS Europe Limited製、（沸点１７０～１９５℃、炭素
数１２）
【００５２】
＜成分（Ｂ）＞
ダイマージリノール酸ダイマージリノレイル：ＬＵＳＰＬＡＮ　ＤＤ-ＤＡ７（日本精化
株式会社製）
ダイマージリノール酸ジ（イソステアリル／フィトステリル）：ＬＵＳＰＬＡＮ　ＰＩ－
ＤＡ（日本精化株式会社製）
【００５３】
＜成分（Ｃ）＞
ステアリン酸ソルビタン：ニッコール　ＳＳ－１０Ｖ（日光ケミカルズ株式会社製）
ポリソルベート６０：レオドールTW-S120V（花王株式会社製）
（アクリロイルジメチルタウリンアンモニウム／ビニルピロリドン）コポリマー：アリス
トフレックスAVC（クラリアントジャパン株式会社製）
【００５４】
＜成分（Ｅ）＞
レシチン：レシノールS-10（日光ケミカルズ株式会社製）
＜成分（Ｆ）＞
ミリスチン酸イソプロピル：エキセパールI.P.M（花王株式会社製）
パルミチン酸イソプロピル：I.P.P（高級アルコール工業株式会社製）
トリ（カプリル酸／カプリン酸）グリセリル：クロダモル　GTCC（クローダジャパン株式
会社製）
【００５５】
＜不揮発性の炭化水素＞
流動パラフィン：ハイコールK-350（カネダ株式会社製）（沸点３００℃以上）
マイクロクリスタリンワックス：マルチワックスW-445（WITCO社製）（沸点３００℃以上
）
【００５６】
　評価は、専門パネラー（美容師）１０名により、以下の基準で行い、協議による総意に
よって判定した。
　毛髪としては、ＰＡＭＳ社製の人毛ウィッグＵＮ（トップ４０ｃｍ、ネープ２５ｃｍ）
を用いた。根元のボリューム感および頭皮の潤いの評価に関しては、人頭（トップ４０ｃ
ｍ、ネープ２５ｃｍ）で行なった。
【００５７】
　（１）サラサラ感
　室温（２５℃）の条件下で、毛髪に３ｇの試料をまんべんなく塗布し、その後直ちに毛
流れ（ヘアスタイル）を作った。その作った毛流れ（ヘアスタイル）に沿って、手櫛を通
しての毛髪の風合いを触感で評価した。
◎◎：かなりサラサラして、指通りが良い。
◎:サラサラしている。
○：ややサラサラしている。
△：あまりサラサラしていない。
×：サラサラしておらず、指通りが悪い。
【００５８】
　（２）まとまり感
　室温（２５℃）の条件下で、毛髪に３ｇの試料をまんべんなく塗布し、その後直ちに毛
流れ（ヘアスタイル）を作った。その作った毛流れ（ヘアスタイル）が、どの程度まとま
っているのかを肉眼で評価した。
◎◎：毛先までしっかりまとまっている 。
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◎：毛先はややまとまっていないが、ヘアスタイル全体的にはまとまっている。
○：毛先はまとまっていないが、ヘアスタイル全体的にはややまとまっている。
△：毛先およびヘアスタイルのいずれも、あまりまとまっていない。
×：毛先およびヘアスタイルのいずれも、まったくまとまっていない。
【００５９】
　（３）滑り性
　室温（２５℃）の条件下で、毛髪に３ｇの試料をまんべんなく塗布し、その後直ちに毛
流れ（ヘアスタイル）を作った。その作った毛流れ（ヘアスタイル）に沿って、手櫛を通
しての毛髪の風合いを触感で評価した。
◎◎：かなりつるっとしていて、滑りが良い。
◎：つるっとしている。
○：ややつるっとしている。
△：あまりつるっとしていない。
×：つるっとしておらず、滑りが悪い。
【００６０】
　（４）べたつき
　室温（２５℃）の条件下で、毛髪に３ｇの試料をまんべんなく塗布し、その後直ちに毛
流れ（ヘアスタイル）を作った。その作った毛流れ（ヘアスタイル）に沿って、手櫛を通
しての毛髪の風合いを触感で評価した。
◎◎:まったくべたついていない。
◎：ほんのわずかにべたついているが、気にならない程度である。
○：少しべたついているが、気にならない程度である。
△：べたついている。
×：かなりべたついている。
【００６１】
　（５）柔らかさ
　室温（２５℃）の条件下で、毛髪に３ｇの試料をまんべんなく塗布し、その後直ちに毛
流れ（ヘアスタイル）を作った。その作った毛流れ（ヘアスタイル）に沿って、手櫛を通
しての毛髪の風合いを触感で評価した。
◎◎:硬さがなく、非常に柔らかい。
◎：柔らかい。
○：やや柔らかい。
△：硬くは無いが、柔らかくもない。
×：硬く、柔らかくない。
【００６２】
　（６）根元のボリューム感
　室温（２５℃）の条件下で、人頭の頭皮から毛髪に３ｇの試料をまんべんなく塗布し、
その後直ちに毛流れ（ヘアスタイル）を作る。その作った毛流れ（ヘアスタイル）の、根
元のボリュームがどの程度あるか目視で評価を行った。
◎◎：根元がしっかり立ち上がっており、しっかりボリュームがある 。
◎：根元が立ち上がっており、ボリュームがある。
○：根元がそれなりに立ち上がっており、適度にボリュームがある。
△：根元の立ち上がりが弱く、わずかなボリュームしかない。
×：根元が立ち上がっておらず、全くボリュームがない。
【００６３】
　（７）頭皮の潤い
　室温（２５℃）の条件下で、人頭の頭皮から毛髪に３ｇの試料をまんべんなく塗布し、
その後直ちに毛流れ（ヘアスタイル）を作る。その後、頭皮がどの程度潤っているかを触
感で評価した。
◎◎：とてもしっとりとしており、良く潤っている 。
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○：ややしっとりとしており、適度に潤っている。
△：わずかに潤っている。
×：全く潤っていない。
【００６４】
　［実施例１］
　表１に示す配合処方で成分（Ｃ）の界面活性剤であるステアリン酸ソルビタンおよびポ
リソルベート６０を水に添加した系に、残りの成分を配合した後、均一になるまで充分に
攪拌して乳化し、乳化型毛髪化粧料を製造した。成分（Ａ）としてはドデカンを用い、成
分（Ｂ）としてはダイマージリノール酸ダイマージリノレイルを用いた。結果を表１に示
す。
【００６５】
　［実施例２］～［実施例７］
　ドデカンの配合量を変更した以外は、実施例１と同様にして、実施例２～７を実施した
。結果を表１に示す。
【００６６】
　［実施例８］
　成分（Ａ）をイソドデカンに変更した以外は、実施例４と同様にして、実施例８を実施
した。結果を表１に示す。
【００６７】
　［実施例９］
　成分（Ａ）をドデカンとイソドデカンの等重量混合物に変更した以外は、実施例４と同
様にして、実施例９を実施した。結果を表１に示す。
【００６８】
　［比較例１］および［比較例２］
　成分（Ａ）の代わりに不揮発性の炭化水素である流動パラフィンまたはマイクロクリス
タリンワックスを用いた以外は実施例４と同様にして、比較例１および２を実施した。結
果を表１に示す。
【００６９】
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【表１】

【００７０】
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　［実施例１０］～［実施例１５］
　ダイマージリノール酸ダイマージリノレイルの配合量を変更した以外は、実施例４と同
様にして、実施例１０～１５を実施した。結果を表２に示す。
【００７１】
　［実施例１６］
　成分（Ｂ）をダイマージリノール酸ジ（イソステアリル／フィトステリル）に変更した
以外は、実施例４と同様にして、実施例１６を実施した。結果を表２に示す。
【００７２】
　［実施例１７］
　成分（Ｂ）をダイマージリノール酸ダイマージリノレイルとダイマージリノール酸ジ（
イソステアリル／フィトステリル）との等重量混合物に変更した以外は、実施例４と同様
にして、実施例１７を実施した。結果を表２に示す。
【００７３】
　［比較例３］および［比較例４］
　必須成分である成分（Ｂ）の代わりに任意成分である油剤としてラノリンまたはワセリ
ンを用いた以外は実施例４と同様にして、比較例３および４を実施した。結果を表２に示
す。
【００７４】
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【表２】

【００７５】
　［実施例１８］～［実施例２８］
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　表３に示す処方に従い成分（Ｄ）をさらに加えた以外は、実施例４と同様にして、実施
例１８～２８を実施した。結果を表３に示す。
【００７６】
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【表３】

【００７７】
　［実施例２９］～［実施例３２］
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　表４に示す処方に従い成分（Ｅ）をさらに加えた以外は、実施例４と同様にして、実施
例２９～３２を実施した。結果を表４に示す。
【００７８】
　［実施例３３］～［実施例３６］
　表４に示す配合処方に従い成分（Ｃ）として界面活性剤であるステアリン酸ソルビタン
およびポリソルベート６０の代わりに、乳化増粘剤である（アクリロイルジメチルタウリ
ンアンモニウム／ビニルピロリドン）コポリマーを水に添加した系に、残りの成分を配合
した後、均一になるまで充分に攪拌して乳化したこと以外は、実施例４と同様にして、実
施例３３～３６を実施した。結果を表４に示す。
【００７９】
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【表４】

【００８０】
　［実施例３７］～［実施例４１］
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　表５に示す処方に従い所定量の成分（Ｆ）をさらに加えた以外は、実施例４と同様にし
て、実施例３７～４１を実施した。結果を表５に示す。
【００８１】
【表５】

【００８２】
　［実施例４２］
　表６に示す処方に従い成分（Ｃ）～（Ｆ）をさらに加え、成分（Ｃ）としてステアリン
酸ソルビタンおよびポリソルベート６０の代わりに、（アクリロイルジメチルタウリンア
ンモニウム／ビニルピロリドン）コポリマーを用いた以外は、実施例４と同様にして、実
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施例４２を実施した。結果を表６に示す。
【００８３】
【表６】

【００８４】
　表１より、成分（Ａ）を本発明に規定する量で配合すると、他の油剤を配合した場合に
比べて、毛髪をサラサラとした感触で滑り性を良好にするとともに、毛髪を柔らかな感触
にし、べたつきも生じず、根元のボリューム感も損なわれないことがわかる。
【００８５】
　表２より、成分（Ｂ）を本発明に規定する量で配合すると、他の油剤を配合した場合に
比べて、まとまりがあり、滑り性もよく、べたつきもなく、根元のボリューム感を損なう
ことがなく、頭皮に潤いを与えることがわかる。
【００８６】
　表３より、さらに成分（Ｄ）を配合すると、まとまり感、滑り性、柔らかさ、および頭
皮の潤いがさらに優れることがわかる。
　表４より、さらに成分（Ｅ）を配合すると、まとまり感および柔らかさがさらに優れる
ことがわかる。さらに成分（Ｃ）として乳化増粘剤を配合すると、べたつきがさらに抑え
られ、根元のボリューム感がさらに優れることがわかる。
【００８７】
　表５より、さらに成分（Ｆ）を配合すると、サラサラ感および滑り性がさらに優れるこ
とがわかる。
　表６より、成分（Ａ）～（Ｆ）をすべて配合すると、すべての評価においてより優れる
ことがわかる。
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